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報道関係者各位 
２０１０年７月２８日付【プレスリリース】 

株式会社ワイズシステム 
 

「ＰＤＣＡ見える化システム 

“ＰＤＣＡマップ２．５”に知財バージョンが登場！」 
 

  株式会社ワイズシステム（本社：〒６１２－００１２ 京都市伏見区深草一ノ坪町１２－２久安ビル３

階 ＴＥＬ：０７５－６４６－０６６７ 代表者：山岡敬章 設立１９９９年６月）は、ＰＤＣＡ「Ｐｌ

ａｎ（計画）Ｄｏ（実行）Ｃｈｅｃｋ（チェック）Ａｃｔ（改善）」というスタンダードなカイゼン手法を

見える化したシステムの最新バージョン２．５をリリースした。 
 
「マインドマップ風の見た目＆操作感をＷＥＢで実現」 
 
 アイデアやノウハウを階層化して整理・管理できる、ＰＤＣＡマップ２．５は、マインドマップと工程

管理の特長を併せ持ったシステム。Ｐ・Ｄ・Ｃ・A の四つの枠がある「ＰＤＣＡシート」に情報を書き込

み、「ＰＤＣＡシート」をツリー状に自由に移動・連結することができる。 
 関連した情報同士をまとめたり、ワークフローの流れを見える化することが、特別なソフトウエアをイ

ンストールすることなくＷＥＢ上で可能になった。ＩＳＯ認証取得等の現場でも、ＰＤＣＡによるカイゼ

ンは必須の概念だが、これを明確に記録化できるシステムは、いままで少なかった。 
 
「知財業務用バージョン登場」 
 
知的財産・特許の重要性が増す近年、中小企業では、社内の技術や特許、知的財産部門の業務の取りま

とめに苦労することが多い。ＰＤＣＡマップ２．５では「知財バージョン」があり、技術やノウハウの記

録はもちろん、類似した技術の調査結果や、特許出願といった関連業務の流れを記録化できるようになっ

ている。 
 
「無料のパーソナル・バージョンを提供中」 

 
 またＰＤＣＡマップ２．５から部門・グループ管理機能を省いた「パーソナル・バージョン」も無償で

提供している。だれでもＷＥＢから申し込むことができ、旧バージョンから１０００名以上のユーザーに

利用されている。 
 
 
 
 
参考画像１、使用中の画面 
 

＜お申し込み・お問い合わせ先＞ 
株式会社ワイズシステム 

〒612-0012 京都市伏見区深草一ノ坪町１２-２ 久安ビル３階 
ＴＥＬ：０７５－６４６－０６６７ 

http://www.wides.com/   info@wides.com 



 2 

 
 
参考画像２．時系列表示で、仕事の優先順位もすぐにわかります 
 
 

 
 
 
 
 
参考画像３．カレンダー表示で、ＴｏＤｏのような使い方も可能 
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